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県の動き

県の動き

● 若者の間に忍び寄る大麻
近年、大麻による検挙者が急増しており、令和５年

の我が国の大麻事犯の検挙人員は過去最多となってい
ます。大麻事犯の検挙人員の７割以上が 30 歳未満で、
なかでも急増しているのが20歳未満の若者です。
インターネット上では「大麻は身体への悪影響がない」

「海外では大麻の使用は合法だから安全」などの誤った
情報が氾濫しています。また、薬物が密売買される手
段として危険が拡大しているのがSNSです。SNSでは
大麻などの購入を促す内容が多く投稿されています。　

● 正しい知識で薬物乱用を根絶しよう！
大麻の所持や使用が犯罪にならない国や地域であっ
ても、大麻の有害性の影響を大きく受ける未成年の所
持や使用は禁じられています。また、大麻を乱用する
とうつ病や記憶障害を引き起こすなどさまざまな不具
合を引き起こします。
間違った情報に流されず、正しい知識で判断し、薬
物の誘いに、きっぱり「N

ノー

O」と断る勇気を持ちましょう!

問い合わせ   　ものづくり振興課　電話：098-866-2337　FAX：098-866-2447
「沖縄の産業まつり」に関する問い合わせ …［運営事務局］沖縄県工業連合会　電話：098-859-6191

問い合わせ   　薬務生活衛生課　電話：098-866-2055　FAX：098-866-2723

「沖縄の産業まつり」 今年もいよいよ開催!

薬物のこと・大麻のこと、誤解していると危険です！
～10月１日から11月30日まで「麻薬・覚醒剤・大麻乱用防止運動」実施中～

沖縄の産業まつりとは？
沖縄の産業まつりは、秋の風物詩として定着しており、今年で48回目
を迎えます。
県内最大級の産業イベントとして広く県内外に親しまれており、昨年
度の入場者数は31万人を超えました。
生産者の生産意欲の高揚と県民の皆さまに県産品を知り身近に感じて
いただく場として、沖縄県の産業振興や産業教育に大きく貢献しています。

今年も開催！盛りだくさんの３日間！
今年の沖縄の産業まつりは、「これイイね！　笑顔はじける　県産品」
をテーマに、沖縄県推奨優良県産品展や沖縄県発明くふう展、県産品
展示即売会など多彩な内容で開催されます。
ぜひ、会場にご来場いただき、県内企業の取り組みや県産品の魅力
に触れてみませんか。気に入った商品があれば購入していただき、県
内企業を一緒に応援しましょう！

問い合わせ   　平和・地域外交推進課　電話：098-894-2226　FAX：098-869-7018

日 程： 10月25日（金）～27日（日）     場 所：奥武山公園・沖縄県立武道館

第48回沖縄の産業まつり
ホームページ
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若者を中心に
大麻による
検挙者が急増！
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問い合わせ   　平和・地域外交推進課　電話：098-894-2226　FAX：098-869-7018

国際平和創造拠点の
形成を目指して

県が取り組む地域外交の目指す姿として、「アジア・太平洋地域の平和構
築に貢献する国際平和創造拠点」を掲げています。
沖縄およびアジア・太平洋地域の振興発展の前提・基盤となる地域の「平和」
を維持するために、平和を希求する「沖縄のこころ」の国内外への発信強化
や平和に関する学術研究の促進などに取り組み、地域の緊張緩和と信頼醸成
に貢献することを目指します。

済州フォーラムへの参加
今年５月に韓国済州特別自治道で開催された第19
回「済州フォーラム」に池田副知事が参加し、「平
和と繁栄のための韓日中地方リーダーシップ」と題
した特別セッションで、オ・ヨンフン済州特別自治
道知事、リュ・シャオミン中国海南省長とともに登
壇しました。池田副知事は、県の国際交流や平和関
連の取り組みを紹介し、今こそ国内外の各主体と緊
密に連携し、分野横断的かつ総合的に沖縄独自の地
域外交を展開していくことが必要であるとの考えを
述べました。
また、同フォーラムでは、済州特別自治道、ドイツ
のオスナブリュック、フランスのベルダンと県が参加
するグローバル平和都市連帯に係るセッションも行
われ、県からは沖縄
平和賞や平和の礎、
平和祈念資料館など
の取り組みを紹介し
ました。

平和博物館づくりを通じたカンボジアとの交流
カンボジア地雷対策センター（CMAC）では、地雷
除去を通して平和の大切さを伝える博物館を設立する
にあたり、博物館運営や展示企画を担うスタッフを
育成する必要がありました。県では、令和５年11月
から「JICA草の根協力事業」を活用し、沖縄平和協
力センター（OPAC）
とともに、CMACの
平和博物館づくりの
取り組みに協力し、
沖縄県平和祈念資料
館でのCMACの研
修生の受け入れや、
専門家の現地派遣な
どを通して、カンボ
ジアの平和博物館の
人材育成に取り組ん
でいます。
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カンボジアへの専門家派遣の様子

CMAC(カンボジア地雷対策センター)平
和博物館

済州フォーラムの様子
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